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特別寄稿アカデミーコモン新博物館への前奏曲
前博物館事務長　　　　　　　熊野　正也図書館事務部長
　私は、2003年春の人事異動により、博物館事務室から図書館事務部に転出することに
なった。1984年5月に明治大学考古学陳列館にお世話になって以来、足掛け19年ほど博
物館業務についていたことになる。
　いざ、異動辞令を手にした瞬間、過去19年間の思い出が走馬灯のごとく頭の中を駆け
巡った。最初脳裏に浮かんだのは、いうまでもなく明治大学へ再就職した時のことであっ
た。それからの数年間は、学内の状況が全く分からず無我夢中で時を過ごしていたよう
な気がする。しかし、今冷静に考えてみると、この無我夢中の数年間こそが、その時に
考え、行ったことが、現在明大通り前に燦然と輝きそびえるアカデミーコモンの一画を
占める「明治大学博物館」へと進む前奏曲であったと思うと感無量のものがある。
　さて、私が再就職を決断したのは43歳の時であった。それは、当時の考古学陳列館長
の大塚初重先生から「このたび、明治大学の創立100周年記念大学会館に、新しく考古学
の陳列館を移設することになったので、博物館づくりの経験のある君にぜひ手伝って欲
しい」と要請されたことがきっかけだった。
　平素から公私にわたってお世話になっている大塚先生からお声をかけていただいたこ
と、わが母校の仕事であるということ等から、私は決断するのに時間を要しなかった。
即座に就職先であった千葉県市川市教育委員会に退職願を提出し、採用試験を受けるこ
とにした。しかし、結果は試験の成績が悪かったためだろう、他の3人よりも一月ほど
遅れて5月に採用されることになった。
　就職した当時の私は図書館庶務課に所属し、考古学陳列館を担当した。同じく神崎彰
利（初代博物館事務長）・佐藤邦憲
（現日本大学法学部教員）の両氏も
いて、刑事博物館を担当されていた。
神崎さんとは、私が大学院生の時か
ら面識があったので、随分と心強
かったことを今でも覚えている。特
に佐藤さんとは、同僚のよしみで、
行動を共にする機会も多かった。
　当時の考古学陳列館は、旧記念館
1号館の3階フロアー部を占めて
いた。しかし、それは大学会館に移
るための一時的な仮設にすぎな
かったので、全般的に面積が狭かっ
た。事務室と図書室、それに廊下を
考古学博物館開館（1985年11月13日）
中央は大塚初重氏
19
H　みゅうじあむ・アーカイブ
一つ隔てた向かいに小さな面積の展示室、細長い収蔵庫等が配置されていた。職員の構
成は、大塚館長、専任職員である私と、2名の嘱託職員の計4名であった。この頃は、
われわれ陳列館の職員以外にも考古学研究室の教員4名の机が置かれていた。この体制
は杉原館長時代からの方針で、研究室と陳列館とは一体のものであるという認識に基づ
くものであった。私は前任者の安蒜政雄さん（現文学部教授）から事務引継ぎを受け、
正式な職員としていよいよ陳列館事務室の椅子に座ることになった。
　その最初の仕事は、陳列館から博物館への名称変更であった。この陳列館は、1952年
に創設されて以来、明治大学の附属博物館として35年にわたり、考古学の研究・教育な
らびに社会教育の面で地道な活動を続け、永く親しまれてきた名称でもあった。しかし、
この陳列館の陳列という用語は、もはや博物館の世界では死語となっていて、今後の博
物館活動に大きな支障を来たすことが明らかであった。この名称変更の必要性について
は、すでに学芸員養成課程の主任を務めていた倉田公裕教授が杉原荘介館長時代から申
し入れをされていたという。それによると、倉田先生が杉原荘介館長宛に「博物館実習
に陳列館を使わせていただきたいので、ぜひとも陳列館という名称を改め博物館かもし
くは資料館という名称に変更していただけないだろうか」という旨の依頼文をだされた
ことがあったという。そして、その後のやり取りは、次のようなことがあったという。
　杉原：「天下の京都大学ですら、今でも文学部陳列館として立派に運営されているでは
　　　　ないか」
　倉田：「京都大学ではすでに10年ぐらい前に陳列館から博物館へ名称変更されていま
　　　　す」
と述べたところ杉原先生は一瞬とまどったように見受けられたが、即座に杉原先生は
　「ようは僕が陳列館という名称が好きなので、ここで名称変更するつもりはない」
といったようなことをいい、結果的には変更までいたらなかった。晴れて、陳列館から
博物館への名称変更がなされたのは、杉原先生が亡くなられて間も無くの1985年のこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐであった。
　私が明治大学に就職したのは、1984年のことだから1年も経過しないうちに名称変更
がなされたことになる。これには名称変更の推進者・倉田教授が委員長を務める考古学
陳列館運営委員会という強力なバッグが存在していたからである。私たちは運営委員会
に対し名称変更について諮り、全員一致で「陳列館という名称を博物館と改めるべきで
ある」という答申を得、これを受けて早速陳列館規程の改定に着手した。ところが、こ
の時就職したての私が心配だったのか、吉田健二委員（当時教務課長）が「その手続き
は私にまかせなさい」と一手に引き受けてくださったこともあった。正直言って実にあ
りがたかったことを覚えている。この結果、数ヶAという極めて短期間で名称変更がな
されることになったのである。ともあれ、従来からの課題の一つであった名称変更がこ
こでクリアされることになったのである。
　次に控える大きな仕事は、大学会館への移転業務であった。大学会館に移るにあたっ
ては、全ての窓口が今の管財部であった。何をするにしても管財部との打ち合わせを経
て実施ということになっていた。当時、管財部には副参事の川島達男（現教務事務部長）
さんがおり、打ち合わせには両かわしまさんがいつも出ておられた。このお二方の仕事
の速いこと、打ち合わせもいつも早めに結論をだされ、直ちに実行するという、博物館
としてはとても仕事がやりやすかった記憶がある。とにかく両かわしまさんの「阿咋」
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の呼吸ですすめる仕事は、まさに明大の仁王様そのものであった。
　そのお陰で刑事・商品・考古学の3博物館は、無事引越しをすることができ、必要な
備品も要求どおり揃えてもらうことができた。今だからこそいえることだが、後日河島
忠さんからお聞きしたことによると、どうやら3博物館で要した備品関係の費用は、な
んと大学会館備品の総予算をあててくださったということである。時間があまりにも経
過してしまったが、ここで両かわしまさんに改めて感謝の意を表したい。
　そもそも明治大学には刑事、商品、考古学という3つの博物館があって、大学博物館
としては全国的にもユニークな存在であった。しかも、この3博物館はそれぞれが独立
館として運営されていたのである。例えば、刑事博物館は法学部が母体となって設立し
た博物館で、日本法制史関係や藩政史料の収集と保存及びその研究に中心が置かれてい
たし、商品陳列館は、商学部を母体とし設立したもので、商品に関する総合的な調査・
研究を行い、博物館が展示を通じてその成果を一般に還元するという方式の形をとって
いた。それら3博物館は、専門館としてそれぞれの学問分野において高く評価される博
物館であったことも事実であった。
　さて、この段階ですでに刑事と商品の両博物館は、母体の学部から独立して運営され
ていた。ちょうどその頃、わたしは大塚館長から「考古学博物館と考古学研究室とは、大
学内での組織上別系統の機関なので、そのつもりで博物館の運営にあたるように」とい
う指示を受けていた。また、一方同じ学部内からも、考古学関係の教員だけに何故研究室
と博物館とに机があるのかという批判と
反発が強くなりつつあった時でもある。
しかし、このような批判と反発があった
とはいえ、ただちに考古学博物館の産み
の親である考古学研究室に対し、分離に
踏み切ることにはいささか抵抗もあった
ので、その機の熟す時を待つことにした。
　従来、大学博物館の社会への開放とい
うと、展示室だけと考えるのが一般的で
あったが、本館では、大塚館長の持論で
もある「活動する博物館」（註1）への試
みと、それに伴う博物館活動全般に広げ
ようという試みとに挑戦することにした。
まず、その第一弾が考古学博物館主宰の
考古学ゼミナール「公開講座」の開催で
あった。ねらいは、「明治大学考古学」の
研究成果を一般に還元するということで
あった。そして、この講座を開催するに
あたっては、僅かながらも博物館と研究
室との関係に変化の兆しが認められるよ
うになった。つまり、従来は全て研究室
主導で行われていたものが、今度は博物
館側の企画立案に対し、研究室が協力す
特別震轍鵬代㈱獺難翻脚燃鰍撫脚。。議灘曜螺
宍期漏6月6日（土）－9月25艮（傘1　　　　　　鋼嵩明治零掌毒寅学博物館締劉震霧蜜
第1回博物館公開講座
　　　　　『明治大学考古学ゼミナール』ポスター
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るという立場をとるように変わってきたのである。
　そもそも明治大学の考古学は、後藤守一先生・杉原荘介先生が礎を築かれ、大塚初重
先生・戸沢充則先生・小林三郎先生、そして現在の考古学専攻主任安蒜政雄教授へと引
き継がれてきた。その間、50数年もの歴史がある。1951年に第1期9名の卒業生が世に
出て以来、現在まで約2，000名が卒業した。それらの卒業生は、国公私立大学の教員とし
て、あるいは博物館の専門職、都道府県・市町村の文化財担当者として、幅広く活躍して
いた。発掘を通じての新発見も数多くあった。このような卒業生の活躍が、やがて母校
明治大学考古学を広く社会に知らしめる大きな要因であったことも事実であった。もし
明治大学考古学が高く評価されたとするならば、私はそういった卒業生達の業績も含め
て「明治大学考古学」というべきであると考える。
　こういうことから、この公開講座のあり方を、一講座を5講義で構成し、OB　4名の講
師と本学の教員もしくは学芸員のジョイント方式を基本とすることにしたのである（註
2）。さらに、地方のOBに講師をお願いすることは、それぞれの地方における最新の考
古学的な情報をいち早く受講生に提供することであり、これこそ受講者に対する博物館
の最大のサービスであり、これが受講生にとっての魅力の一つになりえるものと考えて
いた。幸いにも、回数を重ねるごとに、受講生の数が増え、一時は500名近くにまで膨れ
上がったこともあった。
　しかも、この講座は、本学でほとんど類例が無かった受益者負担の原則で受講料を徴
収することにしたのである。受講料の額については、当時図書館庶務課の博物館関係も
担当してくれていた堀江忠法さんとも議論を重ね、小学生でも受講できるような額にし
ようということになった。私がこの受益者負担にこだわった理由は、一つが欠席対策で
あること、いま一つは博物館として「内容のすばらしい講義」を責任もって提供しようと
いう配慮からである。私のかつてのささやかな経験から、継続される講座で受講料無料
の場合、受講者がいったん聴講する権利を確保すると欠席する傾向がままにしてあった
ということである。この防止策が私にとってもっとも大きな理由だったのである。しか
し、大学全体からみて、この受益者負担の原則はかならずしも多くから支持を得たもの
ではなかった。
　ともあれ、この考古学博物館の公開講座は、大学全体のなかでも、有数のマンモス講
座に数えられるほどに成長することになった。しかし、一方では、いままでと異なる博
物館活動を開始したことによって、いままでとは比べようもないほどの仕事量が一挙に
増加したのである。
　幸いにも、この講座は大学当局からも評価され、1985年に大学会館へ移転して一年後
に、専任職員1名および嘱託職員1名の増員を認めてくれることになった。これによっ
て考古学博物館は、館長、専任職員2名、嘱託職員3名の6名体制になり、先輩格の刑
事博物館や商品陳列館よりも職員数が多くなることになった。しかし、さらに、これら
の博物館活動を発展させていくためには、まだまだ職員数があまりにも少なすぎた。し
かも、当時の学内情勢ではおいそれと職員の増員を認めてもらえるような環境になかっ
た。
　こういうことから、特に刑事博物館と考古学博物館の職員は、現状ならびに将来の大
学博物館のあり方についてもっとも効率的な職員構成等について話合いを始めることに
した。その結果、この限られた人員の中での最善策は、まず3館の事務を一元化し、ま
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た、専門的な学芸業務については3博物館の専門職員がお互いに協力体制で望むという
方向性を選ぶことがもっとも相応しいという結論に達したのである。幸いにも、この時
期は本学の機構改革の推進中でもあり、すんなりと1991年4月に事務部門統合としての
博物館事務室が設置されることになったのである。
　初代博物館事務長の神崎彰利氏は、「博物館が激動する社会のニーズに対応するために
は、3館の統合がまず先決問題であった。しかし、異質の3館が統合するということは、
口で云う程容易なことではない。3館の独自性を無くしては統合の意味はない。この点
を念頭に3博物館の結束、これが前途をはばむ多くの障害を、地道に排除していった。
一番大事なのは、博物館職員の強い団結で、博物館の置かれた危機感、たとえ1館でも
足並みが揃わねば今後の前進はおろか、博物館の博物館としての存在意義もない」と統合
当時の状況とその意気込みについて語ってくれている（註3）。
　そもそもこの切っ掛けをつくったのが、考古学博物館の公開講座の開設であったこと
は前述のとおりである。そして、この公開講座を通じて考古学博物館の支援団体である
「明治大学考古学博物館友の会」が組織されたことも明記すべきことであろう。私学の
大学博物館では最初のケースである。現在は約400名ほどの会員で構成され、年間を通じ
ての友の会行事を消化し、かつ、考古学博物館展示室の解説員や博物館図書室の管理等
についてのボランティア活動を積極的に展開している。目論見どおりである。
　あれから19年、明治大学の3博物館は、大きく変わった。一番大きく変わったのは、
職員全体の博物館に対する意識であろう。2004年度からは、3博物館が一つの『明治大
学博物館』にかわり、友の会も全体の友の会に改称されることになった。新しい大学づ
くりの環境も整えられつつある。明治大学の顔としてのさらなる飛躍に、おおいに期待
したいものである。
註（1）大塚初重「序一活動する博物館へ一」
　　　　　　　　（『明治大学考古学博物館　館報』No．　3　1987）
　　（2）熊野正也「開館後の1年間と今後の方針一活動する博物館をめざして一」
　　　　　　　　（『明治大学考古学博物館　館報』No．・3　1987）
　　（3）神崎彰利「明治大学博物館年報の刊行にあたって」
　　　　　　　　（『明治大学博物館年報　1994年度』1995）
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